２００３年２月１５日

台湾（台北）紀行（第１回）

２００３年２月７日（金）～１０日（月）に台湾を訪問した。この紀行文はＪＴの同僚であるＨ氏と私との二人の珍道中の記録である。

約３週間前、Ｈさんに、とある居酒屋で台湾に９回目の旅行を２月に予定しているが、一緒にどうかと誘われた。前々から、台湾が日本人にとっていかに素晴らしい観光地であるかということを聞かされていた。また、台湾におけるＨさんの友知人のことを何度も聞いていて、少なからず興味と関心があった。二つ返事で、行く方向で検討するとＨさんに伝えた。あまりにも簡単に同意したのでＨさんは、本気と思っていなかったらしい（このような決断をしたことはめったにないが…たまにはいいだろう）。

これまで海外旅行するときは、事前に現地に関する本を何冊か読んで、観光ガイドブックも何度か読み、ある程度その街のアウトラインを把握してから出かけた。折角の海外旅行なので、そうしないともったいないし、相手の国に対しても失礼だと思っていた。今回はその十分な時間がなかったが、Ｈさんがよく知っている街なので、安心して準備なしでＯＫと軽く考えた。しかし、一冊ぐらいの本を読む時間をとることはできた。「台湾」（岩波新書　伊藤　潔著）を読むことにより、台湾の歴史と現在の状況を一応把握した。

１５４４年、西太平洋で活躍していたポルトガル人により、台湾が「発見」されたことにより台湾と西洋との出会いは始まった。この後、オランダ時代が１６２２年から１６６１年まであり、その後の鄭成功による支配（１６６１年から１６８３年）とそれに続く清朝の長期の支配（１６８４年から１８９５年）、そして日本の統治が１８９５年から１９４５年まで５０年あった。そのあとは、中国になるが、蒋介石が入境する前と、そのあとの国民党の支配、そして李登輝による革命的な政治経済の刷新、そして民進党の陳水扁の現政権まで、一貫して被支配地としての歴史であった。歴史上の大きな事件は、二二八事件である。1947年、日本から返還された台湾において、外省人が台湾を思い通りに支配するため、反政府的と思われる内省人（台湾人）の知識人層を多数、殺戮した事件である。2万８千人が殺されたとも３万人以上が殺されたともいわれている。この事件は、日本の支配の方がまだましだったとの評価に繋がるものである。日本人もひどかったが、外省人はもっともっとひどかったというわけである。このため、妙なことだが、日本人の評価がそれ以前より高まったとのことである。

２月７日（金）　第１日目

５：００に起床し、風呂に入り、最終の旅行荷物のチェックをする。家を６：１５に出発した。大きなトランクの荷物のため、妻が車で三ツ境駅まで送ってくれた。快晴だ。６：４５ごろに、横浜ＹＣＡＴに到着した。Ｈさんからの携帯電話着信とほぼ同時間にＨさんに出会う事ができた。今日は出勤日で他の人は仕事かと思うと申し訳ないと思う反面、年休をタイミングよく取れたことに感謝した。

７：００発のリムジンバスに乗り、成田に向かう。ＹＣＡＴから成田まで往復6300円。往復割引なので4～500円安く、また、ＪＲの成田エクスプレスより大分安い。バスの一番先頭の席に陣取り、Ｈさんと台湾での行動計画を擦り合わせる。なんだかんだと言っているうちに、１時間半の時間があっという間にすぎて、８：３０に成田空港第二ターミナルに到着した。予定通りの到着であったが、飛行機の出発は１０：５５なので、Ｈさんが一言、「早すぎる」。

JTBカウンターにて、往復の航空券を受け取り、チェックインコーナーで荷物のチェックインを済ませる。成田の出発ロビーから、出国手続きをする人々が、５０ｍぐらい並んでいて、混雑している。休日でもないのに、随分と旅人が多いのに驚かされた。早めに並ばないと、飛行機に間に合わないのでは？？

今度は、JCBカウンターを駅員（空港の事務の方）に教えてもらい、台北の旅行案内と各種割引券のついたパスポートという案内書をもらう。私はJCBカードを持っていたわけでないが、家にあるのでと無理を言ってついでに、それをもらった。JCBカードで支払いをすると、５～１０％の割引が受けることができる店の紹介があり、記念品がつくなどの特典がある店の紹介もあるのだ。旅行の達人はよく知っているものだ。さすが、ＪＣＢである。他のカード会社にも同様のサービスはあるのかな？（しかし、結局、現地では恩典を受けることのできる店には一回も立ち寄らなかったので、なんの役にも立たなかった。）

９：00～９：３０まで、コーヒーショップに入り、コーヒーを飲む。330円なり。時間がたっぷりあるのでゆったりする。旅行先のイメージを広げ、わくわくした気分に浸る。しかし、Ｈさんは会社の仕事が残っているので会社に携帯で電話するも、再度しないと埒があかないとのこと。仕事の話をしたい相手と連絡がとれないらしく、Ｈさんが少しムッとする。

コーヒーショップを出てから、チェックインのため、長い行列の最後尾に並ぶ。思ったより、スムーズに出国審査が終わっているようでどんどん進む。我々の出国審査もアッという間に終わり、だんだん更に旅行気分になる。Duty　Free　Ｓｈｏｐにて、ナイトキャップ用にウィスキー山崎１１００円を購入する。ＨさんはタバコＭＩＬＤ　ＳＥＶＥＮを４カートン購入された。非課税なので非課税枠いっぱいまで買うのだそうである。

１０：２０搭乗口から、機内に進む前に、Ｈさんが会社に再度、電話した。何とか、用件は終わらせたようであるが、若干心残りがあるような素振りであった。

１０：４０ＥＬ２１０３便のエンジン始動。まもなく、ＴＡＫＥ　OFF。水平飛行に移るとほぼ同時に機内食のサービスが始まった（空港でなにも食べずにおいてよかった、ハワイのときは食べて失敗した）。12時20分ごろ、Ｈさんが２本目のワインを注文すると、スチュワーデスが「大丈夫ですか？」とさも心配そうに言うのだ。失礼千万とはこのことである。いくらＨさんが、酒に強くないとは言いながら、スチュアーデスが知っているはずもないことである。後日、帰国後、エアー・ニッポンに重大な抗議すべきことだと、Ｈさんと息巻いた。ビールとワイン２本を飲んで、よい気持ち。高度１万メートルの上空では、気圧が低いため平地の倍ぐらい酔うそうである。眠ったまま、いざ台北へ。

１３：３０高度は安定しているが、下界は雲海で全く見えない。本来、海が見えるであろうと思われるところであるが、真っ白でなにも見えない。Ｈさんは、いつもよりずっとアルコールのピッチが早く、あっという間に白ワインを空けて、追加注文したわけだが、今はグッスリ寝ている（このように早くアルコールを飲むＨさんははじめて見た。いつもはゆっくり飲むのに…。多分旅行気分でリラックスしていたのだろう。）。戦艦大和が、沈没したあたりの南海の上空を飛行しているはずであったが、下界が見えないのは、誠に残念であった。そのような変な思いがなぜ脳裏をよぎったのか不思議である。

１４：３０（現地時間１３：３０）着陸。台北との時差はちょうど１時間である。ほぼ予定の時間に中正国際空港についた。外に出る前に台湾銀行の出先で６万円を台湾ドル（元）に両替した。１６，８４０元（ＮＴ＄）、レートは0,2810、手数料が２０ＮＴ＄であった。台湾ドル＝元であるが、この紀行では適当にどちらかの単位をつけてあるので御了承願いたい。因みに、１ＮＴ＄＝１元＝３．５円程度である。現地では、４円で暗算していた。

ビールを飲んだせいか、またトイレに行く。Ｈさんは外でタバコを吸う。迎えのバスの乗り口がよく分からず、インフォメーションセンターで尋ねた。インフォメーションセンターの若い女性は日本語もできるようで、すぐどこかと電話をしてくれた。

そうこうするうちに、ローカルなでっぷりしたポリネシア人みたいな男がカードを持って、カウンターに現れた。Mr．O××というと、ＯＫとのことで、ついて来いと言う。空港ビルを出たところでしばらく待てという。彼は、別の建物の方に歩いていき、そのまま建物の中に消えていった。しばらくすると、ボルボ製のハイヤーが目の前に来た。先ほどの男が運転していた。他の皆さんが何人いたのか知らないが、我々は、両替、トイレ等でバスに乗り遅れたのであったかも知れない。（それとも、ツアーがＨ氏と私の２名だけであったのかもしれない。まあ、バスのところをボルボのハイヤーまあ、ついているか。よしとしよう。）

中正国際空港から台湾の中心までの町並みというか風景は、早春の下関のような感じがした。日本とさほど違和感がないということだ。山の木々もどちらかと言うと和風である。台湾の日差しは高く、日本の３月下旬の陽気である。

１５：１０サンルートホテルに到着し、チェックイン。ビジネスホテルであまりたいしたもとはないが、一人旅には十分である。日本語が通じるので助かる。ただ、部屋に金庫が付いてないのが唯一の不満であった。１５：３０過ぎにホテルを出て、早速、Ｈさんのお奨めのサウナに向かう。ＭＲＴ（地下鉄）に乗り、忠孝敦化駅にて下車、２５ＮＴ＄。ＭＲＴの切符は何度も使えるテレフォンカードと同タイプのもの、合理的だ。自動販売機で行き先を確認し、金額のボタンを押してからお金を入れるのだ。日本とは違う。プラットホームには、鉄の棒をガラッ回してはいるのである。プールなどへの入場と同じだ（急ぐ時は不便だ）。

台湾式サウナにＨさんは惹かれているとのことで、今までに何十回と経験されているようだ。入り口でママさんにアカスリ：３００元、全身マッサージ：１０００元、足のマッサージ５００元の合計1８00元を支払った。その他様々な単品やコースが準備されており、単価表に掲示されている。男性の店員さんが案内してくれる。まず、入った部屋の小さなロッカーに着ていた物を全て入れ、鍵をかける。素っ裸になると台湾のおっさんがバスタオルを渡してくれる。それを巻き風呂に向かう。また、台湾の人が風呂に案内してくれる（台湾式と思っていたが、どうも上海式であったようだ）。

風呂は大きな湯船が2つとそれよりやや小さい水風呂が一つ。シャワーと洗い場が各５個ぐらいついている。明るくて清潔な感じ。まず、湯船に浸かる。風呂場にはタオルを腰にまいたおじさんがいて、手に青いタオルをつけている。風呂場のセンターに手術台のような台があった。青いタオルを手に巻いたおじさんが風呂から出た私にその手術台の上に乗り、うつぶせになるように身振りで指図する。指示に従い、大人しくうつ伏せになる。ごしごしとそのおじさんが足から背中まで垢すりをしてくれる。気持ちよい。

次は上を向けと指示する。上を向くと、そのまま腕から胸、脚、足、と垢を落としてくれるが、こちらは素っ裸である。おちんちんの周りも垢を落としてくれる。まったく落ち着かない。タオル一枚でも、かかっていると随分違うと思うのだが、文化の違いだ。マグロになった気分、こちらは人間で垢すりさんが奴隷か動物の感じ、またはその逆の感じ。異文化をまさに体験した。これには正直マイッタ。はじめに度肝を抜かれた感じ。

最後は、手術台に身体をおこし、脚を投げ出してすわった状態で、石鹸をつけて洗ってくれた。おちんちんから、背中まで手でさらりと洗ってくれるのだ。男が男に洗ってもらうのも変わっている。最後にバケツで湯をザーッと2杯かけてくれて完了。全く落ち着かなかった。昔の王族は、このように召使は言語をしゃべるサルぐらいにしか思っておらず、召使に対しては羞恥心などなかったのであろう。

この間、Ｈさんは私を観察したらしく、マグロ状態で、おちんちんが踊っていたとのこと。おかしくて、おかしくてと何度も笑うのである。私は湯船に入り、温まる。今度は、Ｈさんの番である。すってんてんの裸でうつ伏せになってごしごしが始まる。見ていてもかっこいいものでは決してない。湯船を出ると、別の台湾のおじさんが、バスタオルで身体を拭いてくれ、バスタオルを巻きつけてくれた。元の着替えをした部屋にもどり、３つあるベッドの一つに横たわる。おじさんが、うつ伏せになれという。中国語が分からなくても動作でなんとなく理解できる。バスタオルを何枚かかけてくれる。

いよいよ期待の全身マッサージの開始である。首筋から始まり、肩、背中、尻、脚、足と移っていく。結構これが痛いのであるが、気持ちもいい。イタキモである。次は上を向けという。まだ素っ裸なので、またおちんちんがはみ出て、空を漂う。バスタオルをかけてくれ、ほっとする。「ぱんぱかぱんぱか、すっぱか、ぱん」と手のひらでお椀を作り、リズミカルに叩いてくれた。カラッとした音が素晴らしい。気持ちよいのと、そのリズムが面白おかしく思わず顔がほころんでしまう。ぱんぱかぱんぱか、すっぱか、ぱん。ぱんぱかぱんぱか、すっぱか、ぱん。これが、しばらく続く。

全身のマッサージが終了すると、次は足の裏のマッサージである。念入りに油を塗ってからもみ始める。足の裏と踝の外側と内側がかなり痛くて声が出てしまう。「いたあ～い」マッサージのおじさんが笑っている。しばらくすると、完了の合図に塗っていた油をふき取ってくれた。

枕元の台にお茶が置かれていて、マッサージが一通り済むと、おいしいから飲むよう勧められた。飲むと確かにうまかった。さっさっとマッサージ師は退散してしまう。しばらく、ゆっくりし、リラックスする。体中の疲れが出て行った感じで、躰全体が軽くなったように思えた。お茶を３杯飲んだところで、そろそろ、いい時間となった。

ロッカーを鍵で開け、服を身につける。身体がすっきりして、身も心も軽い。気分は最高によい。受付のところで、ブーツを履き、ひもを締める。Ｈさんが受付のおばちゃんと何か話している。３回目で又来るといったことを話していた。外に出て、ここの写真をとる。すぐ隣の立派な中華料理屋さんの前で記念撮影する。それから、タクシーでホテルに戻る、７０ＮＴ＄。夕暮れ時。

１７：３０頃、垢すりでスッキリして、ホテルの近くのＭＲＴ（地下鉄）で民権西路駅の方向？へ戻る。Ｈさんが台湾出張の都度通っていた佳園小館という台湾料理屋に向かう。夕食をここでとる。台湾におけるＨさんご用達の庶民の味、お薦めの店である。普段着で来て、食事するのに最高によい台湾の家庭料理のお店とのことである。店内はそう広くない。何点か、料理を注文する。全く、英語も日本語も通じない。マーボー豆腐は辛いが最高の味。鳥の煮たものはまあまあ。海老とネギと唐辛子の油炒め、これは最高に辛かった。本当は、エビチリを注文しようとしたが、わからなかったので、メニューの品物の漢字を指し示してあてずっぽうでそれにしたのだ。Ｈさんは前回もエビチリを食べようとして、エビタマを食べさせられたそうである。次回の宿題ができた。このエビ＆唐辛子料理は辛くて辛くて、本当に辛くて、味は不明、とにかくあのような辛さに出逢ったのは初めて。マイリマシタ。

スープは薬膳スープでまずまずの味。椎茸、木耳、ネギなどがたくさん入っていた。

白飯はＨさん所望、マーボー豆腐をこれで食べるのだそうだ。ご飯は日本の方が口に合う。野菜と牡蠣などのうま煮はおいしかった。ビールは台湾ビールを２本、最高に美味い。参耳酒という酒のサイズが適当であったので注文。薬草の香りがして、アルコール28度とキツイ。食べて飲んで台湾の家庭料理を堪能する。二人分合計で１０９５元。日本円に換算して約4000円、超安い。満足度でいうと、軽く、1万円ぐらいか。

２０：００ころ、歩いて、ホテルに戻り、士林の夜市に行くことにする。夜のショッピングにわくわくするが、たいしたことないといった感じのＨさん。ＭＲＴ（地下鉄）で２０ＮＴ＄、士林駅で降りる。大変な人ごみで圧倒された。とても買い物どころでない。香港の夜市は、贋物のブランド品がたくさんあったが、台湾にはそのような店は一つも見かけなかった。逃げ出すように、そそくさと市場を抜け出す。屋台が多くて、ラーメンやおかゆみたいなものがあちらでも、こちらでも売られていた。香港で経験したあの臭い強烈な臭いに遭遇した。くさやの干物もごめんなさいをしてしまうほどの強烈な臭い、アレはなんの臭いだ？？？あれを嗅ぐと、食欲が一気にどこかへ吹っ飛んでしまう。

２１：３０ころ、士林から地下鉄に乗り、民権西路で下り、ホテルに戻る。士林の駅にあった「玩美女人」のポスターが下着姿の色っぽいのでその前で記念撮影。Ｈさんから、今度は女性の健全なマッサージに行こうとお誘いを受けたが、もう十二分にマッサージは堪能したので丁重にお断りした。近くのセブンイレブンにてミネラルウオーターと簡単なおつまみと現地の新聞を購入。ビニールの袋代金もとられた。新聞は漢字ばかりで、しかも難しい漢字が大変多い。これを毎日読む台湾の人たちは、結構知識人に違いないと思った。Ｈさんは、マッサージを求めてひとり街の中に消えて行った。

２２：３０過ぎ、部屋でワインとウィスキーを飲み、寝る。ベッドに入ると何時の間にか寝てしまっていた。

２月８日（土）２日目

朝、４時に目が覚める。昨晩のアルコールが少し残っている。

水（ミネラルウォーター）を飲み、再び…寝る。起きるには早すぎるので再度寝る。疲れているはずなのにあまり、よくは寝られなかった。うとうとしているうちに、朝が来る。

６：３０にホテルを出て、孔子廟の見学にＨさんと歩いていく。快晴で、薫風が吹いて気持ちが良い。約２０分で到着する。誰も入場しておらず、扉が半開きになっていた。そうっとその扉を押し開け中に入る。ちょうど、真裏から入ったようで、正門に回り、記念撮影。荘厳な廟である。しばらく、廟を拝んだあと、帰ろうとして回廊を歩いていると、厳しい声で警官のようなガードマンが中国語で呼び止めている。全くこちらが反応しないので、遂に英語で、「Ｗｈｅｒｅ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｃｏｍｅ　ｆｒｏｍ？」という。Ｈさんは、アイ、カム、フロム、○○○と英語と中国語で返事をする。私はＦｒｏｍ　Ｊａｐａｎ　と回答した。その「警官」は専らＨさんを警戒しているようで、パスポートを見せろという。Ｈさんがカバンを開けて取り出すと、チャンとチェックしていた。

私も、パスポートを取り出し見せようとしたが、その「警官」は全く見向きもしない。Ｈさんに焦点をあててチェックしている。Ｈさんは、カバンの中まで、調べられた。やっとのことで、我々の身元の証がたったようで、分かってくれて解放された。Ｈさんが、英語で何時に門が開くのかと尋ねたところ、８：３０に開門とのことであった。強面の警備員に叱られた感じ。危ない一幕であった。他には誰もいないはず、我々は、将に侵入者であったのだ。いやはや、緊張した。そのまま拉致されて、投獄でもされたらと思うとぞっとした。

商売の神様だろうとのＨさんの話で、孔子廟からすこし離れたところにある保安館にも参拝する。こちらは何人か人がいて安心した。さっさと写真を撮って、境内から出る。近くで、朝市をやっていて、いろいろな野菜や魚が通りに並べられており、活気があった。写真を撮りたいところであったが、写る台湾の方々の肖像権に敬意を表し、撮らないでおくことにした。いろいろと始めて見るものもあったので写真に納めたかったが…。

朝食はホテルの近くの、吉野家でとることにした。牛丼、ジュース、キムチのセットで９０元、日本円で約320円。まさか、台湾まで来て吉野家で牛丼を食べるとは思いもしなかった。少し、味は違うが、そこそこ美味かった。ただ、ジュースには水と氷が入っていたので、お腹をこわさないかと心配。東南アジアの水は危険で、氷が危ないとよく聞くので、心配したまでのこと。

＜九份＞

ホテルに戻り、九份への小旅行の準備をする。曇りで午後、雨との予報である。今日の午前中は九份への半日観光なのです。昨夜飲んだ便秘薬が効いて、トイレを順調に済ませる。万全を期して、ホテルを出発。

民権西路からＭＲＴにて台北駅下車、２０ＮＴ＄。台北駅の構内を端から端まで歩いた感じ。台湾鉄道の乗車口とＭＲＴはだいぶ離れていた。台湾鉄道は日本の国鉄みたいなもので、今は民営化されているとのこと。台湾鉄道にて瑞芳駅まで８０元で、Ｈさんが切符を買ってくれた。ディーゼルとはいうものの特急にしては安い。Ｈさんが便利な手帳を持っていて、瑞芳、単票２と言ったことを書いて駅員に見せ、簡単に購入できた。この便利帳に書いてもティッシュペーパー等で消す事ができるので何度でも使えるといった優れものである。

列車の時間が指定されている切符を買ってから、急にトイレに行きたくなってあせった。お腹がグルグルしているのだ。さては、朝の吉野家が悪かったかと真っ青になった。階段を下りたところにあるトイレに駆け込む。昨夜あまりにも辛いものをたくさん食べたせいか、肛門がひりひりした。（こんなことを経験したことありませんか？Ｈさんや家族に言ったが信じてくれない。あまりかっこよくないので他の人には話してないが…同じ経験をした人がいてほしい…）何とか、時間前に用を済ませ、トイレを出ると、Ｈさんが心配してすぐ前で待っていた。

Ｈさんの心配は私の腹具合ではなく、列車の出発に間に合うかどうかであった。少しイライラしているのが言動から分かった。どうも、列車に遅刻したら、どうやって切符を変更すべきか分からなく困るというのがその理由であった。スマン。後で考えてみるに、便秘薬が効いたのでトイレに行きたくなったと思われ、安心した。お腹に中毒があっては、大変であると思った訳。やれやれ。

列車に３分ぐらいの余裕を持って乗り込む。席が結構いっぱいである。空席を見つけその席の予約者が乗ってくるまで使わせてもらう事にした。松山駅までは座れたが、正規のお客さまが来て、我々は立つことになった。満席で混雑していた。途中、Ｈさんが出張中に勤務していたというビルが遠くに確認できた。

３０分ほど、台湾鉄道に乗り、景色を楽しんでいるうちに瑞芳駅に到着する。駅の出口が一人ぐらいしか通れないようにされていた。混雑させるためにわざとそんなふうにしているのかと思ったが、チェックのためらしい。

瑞芳駅の外に出るとバス停があった。瑞芳からバスに乗り終点の金爪石というところで下車。２０元。春の陽気である。途中、九份の街角を過ぎて、その前後の景色が大変美しかった。山と海と空とがなんとも素晴らしい。南の国の山、山々、日本と違って山に木が生えていない。結構急な勾配の山だ。

金爪石のバス停から少し進むと、売店があり、案内の地図があった。Ｈさんは皇太子が泊まったというところを見たいという。くねくねした小道を進む。黄金神社へは、７合目ぐらいまでで行ったが、階段が多くて、暑くて、諦めた。山のかなり上にあり、鳥居みたいなのが見えたが、神社まで至らなかった。山腹から海が見えた。方角がはっきりしないが与那国島が１００キロメートル先に見えるのではと思ったが、何も見えなかった。よく晴れた日には、日本最西端の与那国島から１００キロ先に台湾が見えると何かの本に書いてあったことを思い出したのだ、その逆も有り得ると思った次第。三々五々と台湾の人達のグループと行き交う。ここに金鉱があったようで、九份は金鉱を掘り出すために開拓された町のようであり、金鉱山の廃山とともに錆びれてしまったのであろう。金爪石とは、多分、金鉱石のことと思われるが、定かではない。

金鉱石を採るための坑道の入り口を見物した。黄金博物館を建設中であり、その骨格を見る。金鉱石を溶かして金を取り出す精錬装置も雨ざらしになっていた。博物館ができたら、中に納めるのであろうか。周りに転がっている岩石は、いかにも金を含んでいるような雰囲気がある。石灰岩のような白っぽい石が原石なのだ。

昭和天皇が、皇太子の頃に日本鉱業から招待されて、泊まったという太子賓館も外から見学した（実際には宿泊されなかった）。当時は大変広い敷地に立派な建物が建っていたと思われるが、内側がどうであったのか、外側からの見学だけでは分からない。日本人宿舎を外から見学。戦前の下町にあったような平屋が何軒も続いていた。ひと回りすると、バス停に再び戻ってくる。

金爪石駅からバスに乗り、九份にて下車する。バス代は２０NT$であった。下車するべきところが分からなかったが、他のグループの人が大勢降りたので、続いて降りた。バスにはベルが見当たらなかった。九份の町を通りに沿って見学する。細い通りに商店やお土産屋さんがズウッと並んでいる。昔、九つしか民家がなかったとは、とても思えない。途中で喉の渇きを癒すため、生しぼりのオレンジジュースを飲む、４０ＮＴ＄。美味しい。一杯では足りず、お代わりに私は、パームの温かい飲み物（５０ＮＴ＄）、Ｈさんはニガウリのジュース（４５ＮＴ＄）追加注文する。両方とも外れで、うまくなかった。オレンジのお代わりにしておけばよかったが、後の祭り。悲情城市という映画のロケに使われたという、あちこちの場所で、チョコチョコ写真を写す。見たことはないが、有名な映画で、１９４７年２月２８日に始まった政府による虐殺大事件にまつわる一家の悲しい物語だそうだ。機会を見つけて是非見たい映画である。九份は台湾の人にとっても観光地であり、大勢の観光客でごった返していた。

瑞芳駅にタクシーで行く（１２５ＮＴ＄）が、１時間以上待たないと、列車がない。待つより、基隆まで行こうとＨさん。基隆なら、台北行きの列車が何本も出ているという。駅前でタクシーを拾うと運ちゃんが３６０ＮＴ＄という。運転は全く恐ろしいぐらい荒っぽい。基隆は港町で少し見学したい気もしたが、時間がなかった。４００ＮＴ＄紙幣で出したが、おつりがもらえない。座ったまま、下りずにＥｘｃｈａｎｇｅと言っておつりを要求した。感じのよくない運転手だったので、チップを渡す気にならなかった。運ちゃんは、チップでもらったと思っていたらしく、慌てて、５０ＮＴ＄をよこした。１０ＮＴ＄多かったが、そのまま受け取り、タクシーを降りた。基隆から台湾鉄道で松山という空港のある駅で下車。３４ＮＴ＄と大変台湾鉄道は安い。松山からタクシーで１４０ＮＴ＄、忠孝敦化付近に行き、遅めの昼食をとる。

昼食は、１３：３０頃から鼎泰豊（ティンタイフォン）で飲茶料理。小雨が降り始めたが、人気があるため、結構並んでいる。１５分ぐらいは並んだ。小籠包2皿、海老チャーハン、酸っぱいスープ、台湾ビール２本を2人で合計８６０元、日本円で約３０００円ぐらい、安さと味に感激。日本の半額以下の感じである、それにこのような美味しい小籠包はまず見つからない。Ｈさんは帰国後、横浜髙島屋の鼎泰豊に行ったが、値段が何倍も高いだけで美味しさは台湾にかなわなかったとのこと。それでも、横浜の鼎泰豊に行く価値があるとＨさんは言う。

最高においしい昼食でした。１４：１０頃に終了。

タクシーで９０ＮＴ＄、リージェントホテルの地下に入っているＤＦＳに買い物に行く。

まず、入ってすぐのところに化粧品コーナーがあり、妻子と会社の女性社員に土産を買う。妻にランコムの香水１８００元、次女にアナスイの香水１５００元、長女には、口紅セット。会社の女性社員には、７００元ぐらいの口紅セット。

会社にウーロン茶のセット４００元を３人分、自宅用にウーロン茶５００元を２セット、マンゴープリン４００元を２箱買った。Ｎ先生には、紹興酒をと思って捜したが発見できない。店員に聞くと、ＤＦＳには置いてなく、空港のＤＦＳにあるとのこと。

約１時間で買い物を終了し、１５：４０頃ホテルにタクシー７５ＮＴ＄で戻る。少し疲れが出たのか、Ｈさんが１７：４５まで休憩にしようという。約２時間の休憩。

ホテルで風呂に入り、温泉の素を入れて気分はリゾートスパ、温泉の素をもっと持参するべきであった。４時から目覚めているためか疲れが出てきた。それなりに眠たくもなってきたが、寝るには中途半端。寝たら起きられそうもない感じ。

１８：００にホテルを出て、人和菜館（中国雲南料理）へ歩いていく。雨も都合よく止んだ。これからＨさんの台湾のお友達と夕食会なのだ。Ｈさんの話だと台湾人の彼らは常に３０分ほど遅れてくるとのこと。台湾時間というのが会って、３０分、１時間の遅れは常識の範囲なのだそうだ。お店に約7分で到着。まだ来ていないはずの台湾のお友達がもう来ているではないか。なんと、Ｙさん夫妻とＦさんは既に席についておられた。Ｈさんの話も違うことがあるのだ。

Ｙさんの奥様は大変な美人である。日本人と見間違うほど日本人のようであった。家族の話になって、Ｆａｍｉｌｉｙの写真を見せたところ、Ｙ夫妻が私の妻は美人だと誉めてくれた。私が大学で中国語を第2外国語に取り、魯迅の故郷の始めの数行を覚えた事を話し、はじめの数行のくだりを発音すると、奥様から「Ｙｏｕｒ　Ｐｒｏｎｕｎｃｉａｔｉｏｎ　ｉｓ　ｖｅｒｙ　ｎｉｃｅ！」とこれまた誉めていただいた。本当なのかどうかわからないが、魯迅の故郷は台湾でも有名なのか？魯迅は上海に住んでいたが、知られているのか知られていないのか分からなかった。

Ｆ氏は専ら英語で我々と意思の疎通をはかる。Ｈさんも英語はさほど得意ではない感じ。１９：００すぎに、Ｆ氏は、ダブルブッキング先に向かうため、店を出た。Ｈさんのお友達なので、我々と同じくらいの年代の人はと思っていたが、一回り以上若い人達であった。21：00すぎに、人和菜館にお別れし、お二人ともお別れする。

途中で新東陽というお土産やに入り、お土産を買おうとするが、今一つ決断できず、何も買わないで店を出た。パイナップルケーキがおいしいと聞いてきたが、安かろう不味かろうという感じで買う気にならなかった。

ホテル近くまで戻り、Ｈさんがしきりにマッサージに誘ってくれたが、毎日、マッサージをして大丈夫なのだろうかと心配になった上、マッサージはどうも性に合わないので丁寧にお断りして、ホテルでアルコールを飲むことにする。疲れているはずなのに、目が冴えてなかなか眠られない。
テレビをつけると、３０チャンネルぐらい在って、ＢＳではなんと日本語でＮＨＫをやっており、もう一局ほど日文が放送されていた。同時放送なので、ＮＨＫを見ている限り、東京と全く同じ。異国にいる気がしないので、英語のチャンネルにしておく。韓国語も1～２局あったが、全く分からない。英語を中国語訳のテロップで見ると変な感じがした。両者の言語に対してもあまり堪能でない身としては、両者を総合して意味を理解している状態である。
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５：００に起床する。温泉の素を入れた風呂にゆっくり入り、６：３０にＨさんに電話する。だんだんとＨさんの朝が遅くなる。毎晩、遅くホテルに戻るのでだんだん疲れが蓄積してきたようだ。

６：４５にホテルを出て、淡水の川岸を散歩する。快晴で気持ちがよい。徳島の吉野川よりやや小さいが大きな川であり、向こう岸にはビル群が立ち並んでいる。その右手方向のずうっと向こうに山々が見えた。陽明山という山もその方向であった。山紫水明、Ｈさんはここが一番心好きで心が和む場所と言う。なるほど。セメントの台の上で写真を撮る。Ｈさんは以前もその台に上がって写真を撮ったそうである。干潮で波が全くなく、対岸のビル群が川の面に見事に映って横たわっている。

７：３０ころ、薬草店の集まった迪化街という町並みを通り、庶民の市場（魚、野菜類）など覗き込みながら、ホテルに帰宅する。歩くと時間がかかるので、迪化街からホテルまでタクシーを利用、８０元であった。本当にタクシー代は安い。ただし、ＭＲＴだと、20元なのでもっと安い。

朝食は、ドトールでとる。私はハンバーガーとコーヒー（ミディアム）、７５元。Ｈさんは、ウィンナーの入ったパンとコーヒー(レギュラー)で６５元。喫煙室があるが、ガラスで完全に密閉されており、とても入る気にならない。申し訳なかったが、Ｈさんが禁煙席にすることに同意してくれた。コーヒーだけならガラス張りの部屋でもよいが、食べるには苦しい。スターバックスをＨさんは好まない、全席禁煙のためであろうか？

８：３０頃、朝食を終えて８：４０に故宮博物館へ向けて出発。

ホテルからＭＲＴ（地下鉄）の民権西路駅まで歩いていると、70歳台ぐらいの台湾のおじいさん２人が声をかけてきた。

「日本の方ですか？」とおじいさん。

「ハイ、そうです。」と私。

「ああ、そうですか。観光ですか？」と嬉しそうに、おじいさんは尋ねる。

「ハイ、そうです。」

「日本の景気はどうですか？」とおじいさん。

「ここ10年よくないです。」

「そうですか。」

「台湾はどうですか？」と私。

「台湾もあまりよくないです。ところで、日本のどこからきましたか？」

「四国です。」ほんとは、横浜と答えるべきだったかもしれないが…。

「四国ですか｡四国に入ったことがあります。九州と北海道にも行ったことがあります。東京にはまだ行ったことがありません。」

「そうですか。」

などとしゃべっているうちに彼らのマンションの前に着いた。都市のマンション暮らしの老人たちであった。日本人を見かけると、話しかけたがるときいていたが、将にその通りであった。

「さようなら」「さようなら」と互いに声をかけて別れた。

日本の統治下で日本語を使わされた７０歳ぐらい以上の人たちは、日本語をしゃべりたがるようだ。日本領に５０年間もなっていたのだから、止むを得ないか。礼儀正しい方たちで好感が持てた。

ＭＲＴにのり、士林で下車。そこからは、バスに乗る。約２０分で、到着する。台湾の空は快晴で風もさわやか５月上旬の気温に思える。故宮博物館の裏にある山々の緑と青空の青とのコントラスがたいへん美しい。旅も季節と気温に大変左右される。春の清々しい風の中でいると、春の気分になる。

故宮博物館にも蒋介石が立っており、見学者を歓迎してくれる。故宮を約９０分で見学する。広大な敷地に展示されている小部屋がまるで迷路みたいに配置されている。順路なるものがなく、迷路を適当に回るので、全部見たのかどうかよく分からない。Ｈさんはあまり興味がない様子。

１０７号室で甲骨文字を見学する。甲骨文字と鼎と玉を見れば十分と思っていた。王義之の書道も見たいところであったが、書は通常展示されていないとのことであった。展示品はどれもこじんまりとしていてスケールの大きいものが見当たらなかった。中国本土から持ってくるのに、大きなものは持ってこられなかったのであろうか？全体的にちまちました感じ。

玉（ギョク）でできた白菜は、思っていたより小さく美しかった。が、白い部分の色が悪くなって色が悪くなっていた。他のパーティーのガイドさんがしっかり説明してくれた。結婚する娘に対して親が子供の健康と安全とその子にたくさんの子宝に恵まれるようにとの願いを込めて贈ったものだそうである。彫り刻まれているコオロギの雄と雌が多産の祈りを象徴しているとのことだ。１０：５０に故宮を辞去。故宮を全て見たわけではないが、意外と展示品の魅力は低いような気がした。Ｈさんがつまらなそうな態度であった理由がわかった。つまり、壺とか鼎とか皿に興味関心がないと、全くつまらないと言うことだ。これは実際に行って見ないと実感できないことである。

１１：００、MＲT　新北站（シンペイトウ）駅から歩いて温泉に向かう。歩くと汗ばむ陽気である。屋外の広い温泉のところで４０ＮＴ＄を支払い、入場。ロッカーが２０ＮＴ＄で、着替えはトイレみたいなところでした。Ｈさんのアドバイスにより水着を持ってきていたので、着替える。Ｈさんは２０元のロッカーを2人共同で使おうと言ってくれて、ぎゅうづめにしてロックしたが、いかん、コートを入れ忘れてしまった。サッパリだめだ、疲れている、もう…。もう一度開けて、入れるがどうしても全部は入りきらない。靴をロッカーの上に置くことにする。誰かに持っていかれたらそれはそのときのことだ。温泉自体は気持ちがよいが、あまりゆっくりする雰囲気でもない。温泉は思ったより温度が高い。太陽の光線がきつく、天井なしではいささか辛い。周りをめぐらしても子供と中年以上の男女が多くて、若者はいない。台湾の温泉も日本と同じでそんな感じか。しかし、都心から地下鉄３０分ぐらいで天然の温泉に入れるとはなんとも恵まれた環境だ。

もう一つ、日本人が始めた汚い温泉があるとＨさんが言う。そこに入りたそうであった。もともと、そこにはいるか、露天風呂にするか迷ったのであった。そこは案内書に書かれており、後で知ったことだが設備も整っており、よい温泉であると。Ｈさんが言うほど汚くはないようだ。その温泉をすぎて、少し行くとバナナの木があって、何個か実っていた。正真正銘の台湾バナナ。感激。すぐ写真に納めた。初めて、バナナが実っているのを見た。Ｈさんは何を喜んでいる？と知らぬ顔である。

新北站から台北までＭＲＴに乗る。３５元。台北から、徒歩で麺街まで行く。天気がよすぎて、暑いぐらい。通りは、横断歩道の手前を３０台ぐらいのオートバイが占領し、信号で停車中の車両の先頭を陣取っている。信号が青にかわるとオートバイの一群がバーッとエンジンをフルにして先頭をリードする。車はバイクに先導されて、ついて行く。台湾のオートバイのライダーは皆マイ･マスクを着けていて、仮面ライダーそのものである。車道の横断歩道の手前５メートルぐらいは、オートバイの専用場所であり、信号待ちをしているうちに、暴走族の集団みたいなのが毎回できてしまう。信号が変わると、その暴走族が一斉にダッシュするのである。車道の横断歩道の手前にどんどんバイクが溜まっていくのだ、面白い。

昼は、１３：３０過ぎに林媽媽（リンマーマー）にて、食事。Ｈさんと一度はラーメンを食べようと言う事にしていて、Ｈさんが選んだお店だ。台北駅の近くのラーメン屋。店の構えは一応あったが些か汚い。まず台湾ビールを注文したら自分で勝手に冷蔵庫から取って飲めと言う。缶で２本飲む。いい気分。ずっと歩いてきて、喉が渇いていたので一本目は喉の乾きを癒し、２本目でやっと美味いと実感。肉はバッファローの肉のような色と匂いがする、とても日本の牛肉とは異なる。台湾ではステーキを食べなかったが、ステーキもこのようなバッファローのような牛肉なのであろうか？麺は太くてうどんのよう。ザー菜みたいなのがたくさん入っていた。味は大味で、慣れればまあまあといったところ。チンゲン菜みたいな漬物が食べ放題でどんぶりに山盛りになっていた。食べると漬物がちょっと発酵したような匂いと癖のある味であった。今一つ。汗をかきながら、食べ終わり、店を出る。１３０元ぐらいであった。屋台のラーメンは食べたことがないがほぼそのような雰囲気であった。タクシーを拾って龍山寺に向かう、９０元。

タクシーで龍山寺の近くまで来ると大変混雑している。１４：００から約１０分間見物。大きなお寺で大繁盛。台湾ではまだ正月らしく、初詣といったところらしい。太くて長い線香を焚いて、熱心に何度も何度も拝んでいる。人ごみのなかを本殿前まで進み、両手をあわせ、家内安全と健康をお祈りしてきた。拝み方は日本と違って、東南アジアの異国情緒たっぷり。香港の黄大○○寺と同じで、果物や肉などを持参して神にささげた後、お下がりを持って帰り食するようであった。記念撮影をして、MRTに乗り、中正記念堂へ向かう、２０元。

１５：００頃、中正記念堂に到着。

横の入り口から進んでいくと広大な敷地と正面入り口の大きな大きな門が出現する。日本の寺院の山門をモダンにして５～６個横にくっつけて、数倍高くしたような偉大な門である。

青空に高く聳え立つ、そのようなイメージがぴったりの建造物であった。この門の反対側奥に中正記念堂があった。蒋介石をお祀りする記念堂である。１５：００に守備の兵隊の交代式があった。ホーィ！と号令をかけ、４名の兵隊がキビキビと銃剣をくるくる回してピシャッと止めて、交代の儀式を盛り上げている。動作が一つ一つピシッピシッとしており誠に気持ちがよい。歩き方はまるでロボット。これまた百聞は一見に如かず。銃剣は新品であるが昔の3８銃をスリムにしたような感じ。実践ではあまり役に立ちそうもない。儀式専用の銃のように思えた。

蒋介石のなにを守るのか？仰々しくて、大変な緊張感である。大陸からの侵攻に対する牽制であろうか？わざわざこのような仰々しい儀式をしなくても治安は維持できるのではなかろうか？それともどうしてもこの儀式が必要な理由があるのかもしれない。記念撮影をしてそそくさと記念堂を後にする。

司馬遼太郎の「台湾紀行」を読んで来なかったのが大変悔やまれた。（近所の本屋になかったのです）。記念堂の正面を出て、右に進む。北門が見えてくる。東西南北とそれそれに宮城の門があったのであろう。お城はどこにあったのか？北門を左に曲がると、正面に堂々たる台湾総督府が見えた。感動した。台湾総統府ではなく、日本人にとっては総督府のほうに馴染みがある。明治時代の威風堂々たる建築である。

１６:００頃、台湾総督府に到着。Ｈさんが見ても建物だけだから、たいしたことないと言われていたが…。歴史的な建造物なので是非見たいと思っていたので、見物したいと申し出た。強く希望しないと、既に時間が足りないような感じで、Ｈさんにパスされてしまいそうだった。総督府の正面玄関に向かった大通りから、徐々に近づいていく。台湾総督府の建物はさすがである。大通りの正面にデーンと構えており、重量感と西洋を感じさせる。

さらに近づいていくとガードマンやら私服みたいなのが、たくさんいた。一人が、我々に近づいてきて向こうと言わんばかりに指を指すが、理解できない。変な奴だなと思いつつ、示された方向に進む。なんと、脇から建物に入っていくことができるのだ。後でわかった事だが、２ヶ月に１回、国民に開放されているのであり、その日が開放の日であった。ラッキーなことにたまたまその2月に一回の日曜日にぶつかったのである。何と言う、偶然か。

入り口の門のところにテントが張られており、入場者の荷物をチェックしている。チェックして問題なければ入らせてくれるようである。

ここでもＨさんはNG。カバンの中をチェックされ、タバコ用のライターを２個取られてしまった。（後で返却されたが…）２７，２８という番号のシールをライターと手に貼ってもらい、後でその番号の品物を受け取るシステムだ。因みに私は、カバンの中はまるでノーチェックであったのです。この違いは何なんでしょう？

総督府の中は、国民がこの国により親しみをもてるようにするための配慮があちらこちらにされているように感じられた。総督府の中は赤い絨毯が敷きつめられており、それなりに重厚感もあった。

展示に歴代の総督が写真入で紹介されていた。初代は樺山資紀、３代が乃木希典であった、と思う。２時間ぐらいかけてゆっくり見学したかったが、時間がなくてサーっと見て、すぐに外に出た。トイレに入ったが、男性用の丁度目線あたりに前に進んでしなさいみたいなことが中国語でかかれている。その続きに、少し小さな字で同じことが書かれている。これが、だんだん小さい字になっていくのでつい前に近づいて見てしまう。読もうとすると自然に前進してしまうのだ。よく考ええられており感心した。

館内の随所に兵隊が直立不動で立っている。ピシッとしていて微動だにしない。横を見るときも、ビシッ、ビシッとみる。お前は、ロボットか？

グルーと一回りして、裏門から外に出た。ライターを受け取りに正門へ引き返す。もう既にテントが撤収されており入り口が撤去されていた。２～３人立っている兵隊さんと私服さんに「Ｗｈｅｒｅ　ｃａｎ　Ｉ　ｇｅｔ　my　２　ｌｉｇｈｔｅｒｓ？」というと、直ぐに取ってきてくれた。

次の目的地である西門町まで歩く。

１６：５０頃、西門町に着き、買い物に行く。

西門町は新宿と竹下通りを足して２で割ったような町とのこと。確かに、昔の竹の子族みたいのが何人も音楽に合わせて踊っていた。子供たちへのアクセサリー、ペンダントと小さな香水を捜す。小さな香水が見当たらなかった。小さなお店で、ネックレスを２つ買う。５９０元と４９０元、合計１０８０元。高いので安くして欲しいとジェスチャーすると、若くてこさっぱりした店員が電卓で希望の金額を打てという。８００元を希望したがＮＧ。結局、９５０元（日本円で約３５００円）で商いが成立。値段票がついてないので高いのか、安いのか全く分からない（帰国して、子供に値段を言ったら、高すぎるとのこと）。Ｈさんと一緒なのであまりショッピングに時間を費やすわけにもいかずそこそこにする。ほんとは、そこでは買わず、出て行くとよい、もっと値下げしても買って欲しければ、店員が呼び止めるのだ。

Ｈさんが疲れたので、コーヒーを飲もうと言う。Ｈさんは禁煙のスターバックスが大嫌いでドドール党である。近くのドトールコーヒーにてコーヒーを飲む。日曜日の午後で新宿と同じぐらいの人出であった。いっぱいで座れなかったが、「Ｅｘｃｕｚｅ　me，can　I　use　this　table？」ＯＫとのことで、一人で４席使っている人の席に一緒に座らせてもらった。少し遅くなった。

１７：３０頃、MRTにて一旦ホテルに戻り、一休み。風呂に入って、汗を流す、温泉の素を入れる。海外に限らず、温泉の素を泊まりに持参すると重宝する。とてもリラックスでき疲れが取れる気がするのだ。今日も一日よく歩いた。

ＨさんはＳ商事の知人にTELし、今夜会うかどうかコンタクトをとったが、今日日本から台湾に戻ったのでばかりなので、結局会わないことになった。会うとなると、Ｓ商事の人の紹介するお店で夕食を取り、その後もどこかに引き回されそうな雰囲気であったので、ホッとした。何の関係もない私がＳ商事の人にお世話になるのは不自然。Ｈさんにしてももう仕事の関係は全くないのである。Ｈさん曰く、Ｋ君がＪＴから時々台湾に来ているので、その元上司であるといえばよいとのことであったが。

昼食は遅めにたくさんとったので、夜はまた遅めでよい。

１９：３０頃にホテルを出ることにする。ホテルをでて、金龍というお土産やを覗くが今日も閉まったまま（後でＨさんが調べると１８：００までであった）。夕食は、台湾最後の夜なので、Ｈさんのお薦めのお店に行った。またまた、タクシーを使う、８０元、中山国中で降りた。運転は相変わらず荒っぽい。猛スピードで前の車はどけどけどけと言わんばかりに突っ込んで行くのだ。

20：００前に金太皇というＨさんお薦めの高級中国料理店に行く。民権東路三段と復興北路との交差点にある。もっと高いのもたくさんあったが、１５００元のコースをとることにする。あわび、ツバメの巣、フカヒレのスープの３点セットがフルセットだが、ケチってアワビ抜きにした。アワビの代わりにロブスターの立派な半身が付いていた。

ロブスターと一緒に、小鉢に透明な液とレモンのスライスが入ったものが出てきた。ロブスターのクリーミーなソースがこの上なく美味しい。Ｈさんのお薦めにより、ロブスターを漬けて食べた。少し酸っぱくなると思ったが味が全く変わらない。変だなと思い、少し飲んでみた。味が全くしない、これは何だ？すぐ、しまったと思う、直ぐにフィンガーボールでは？との思いが脳裏をよぎった。生水を飲んだことで下痢をしないかと心配したが後の祭り。

料理は最高に美味かった。

１００元札で清算をし、あの臭い匂いが紙幣に染み付いている。Ｈさんが臭いと文句をいう。

食後に、中山国中からＭＲＴで忠孝敦化に行き、ショッピング。ミニチュアの化粧品を見つけ、早速３個ほど購入した。Ｈさんも１個、奥様用に買う。（帰国後、妻に渡すとなんと全て男性用とのことであった！？）

その後、Ｈさんのお薦めのラーメン屋さんに行って、ハマグリの塩ラーメンを注文する。お腹は満腹であるが、同時に、紹興酒を一本注文する。店の名前は、「藿街」と書けない、読めない。さっぱりしてラーメンは美味いが、さすがに満腹で入らないが、Ｈさんはかなり食べた。紹興酒だけを飲むつもりが、つられて少し塩ラーメンを頂く。結局、紹興酒は飲みきれず、Ｈさんが持ち帰る。御代は二人で３３０元と安価。それはさておいて、胃が大変拡大したように思う。

２２：３０頃に、タクシーにてホテルに戻る、１４０元。Ｈさんは例によって、マッサージに通うとのことであった。そんなに毎日、垢すりとマッサージをして大丈夫なんですか？痛くて堪らないのでは？？Ｈさん、今日はもう諦めたのかもう誘わなかった。ホテルで、このメモを作りながら、アルコールを飲む。いよいよ明日が帰国の日となった。楽しい事は早く過ぎる。

２００３年２月１０日（月）第４日目

５：００に起床。快晴。６：５５にホテルを出発して、行天宮に行く。商売の神様。ついでに、占い横丁を見学する。朝は閉店されており、薄汚い。地下道の通路に１畳ぐらいのスペースで個室になっているようで、日本語の占いもあると書いてある。全てシャッターが下りており、異様な感じ。全部で２０個室ぐらいあったように思う。

８：００前にサンルートホテルに戻り、ホテルで和食の朝食を取る。秋刀魚、温泉卵、味噌汁など。フルーツ、飲み物は、セルフサービス。台湾バナナが美味かった。台湾に来て初めての和食。まあまあいけた。バイキングなので食べ過ぎないように気を付けた。

９：００ごろにホテルを出発し、台湾の北の入り口、淡水に行く。

淡水駅から徒歩17分、紅毛館に到着。暑い。真夏の炎天下にＨさんは奥様と一緒に歩いてきたという。奥様はさぞお疲れになったことだろうと思った。紅毛館はどうも閉まっている様子。月曜日は毎週休みとのことである。悔しいが、Ｈさん曰く、「台湾総督府に入れたのとこれでアイコだ」（台湾総督府は思いかけず、入場できたので本当にラッキーであった。）紅毛館はオランダ人が台湾を征服していた時の建造物とのこと。

Ｈさんのお薦めのコーヒーショップが見当たらず、坂を登ったり下ったり。レンガ色の格調の高い建物だそうだ。台湾のＨさんのガールフレンドであるＣさんと二人で来たそうだ。

しばらく、目的のコーヒー館を捜索するも、発見できない。喉が渇きセブンイレブンでミネラルウォーターを買う。見つからないのでやむを得ず、淡水駅まで戻り、近くのコーヒーショップに入る。喫煙席をＨさんが希望すると、３階に案内してくれた。なんと、屋上で屋根がない、しかもガラガラで客は我々だけであった。しかし、淡水河口が一望でき抜群の景色を堪能できた。この台湾の旅のなかで、一番ゆっくりして時間を気にせず楽しむ事ができた。豊かな気持ちを味わうことができた。くつろいだところで写真を撮る。淡水が美しい。３日間ほんとによくあちこち動いたものだ。Ｈさんありがとう。旅行前は、ところどころで別行動をしようと言っていたのが、ずうっと同一の行動をとってくれたのだ。

１１：２０にMRTに乗り、民権西路（ミンチェンシールー）に戻る。暑くて汗が流れる。シャワーを浴びて一休み。１２：４５にホテルをチェックアウト。

今日はチェックアウトの時間を４５分延長してもらったのでチップを５０元置いて出た。お世話になりました、ありがとう、サンルートホテルさん。

予約してあったタクシーハイヤーＣＡＭＲＹにて、中正国際空港に向かう。タクシー貸切で１２００元。お陰でギリギリまで時間を有効に使うことができた。

空港に着くとすぐにＨさんはタバコを一服。（不便な事です）

出国の審査は何もチェックされずにＯＫ。

台湾での最後のお土産を買う。Ｎ先生用の紹興酒と自分用の紹興酒を最後に手に入れる。Ｎ先生用は５５０元（約２０００円）、自分用２２０元（約８００円）、紹興酒にはあまり高級なのはないようである。香港の方が、気が効いているように思った。イギリスの植民地と日本ないし中華の違いか。もっと高級品を捜すも、紹興酒の高級品はこれ以上もうないのである。後は、蒸留酒になってしまう。

Ｈさんの様子がなんとなく落ち着かない、禁断症状か？台湾でやりのこしたことでも思い出したのであろうか。台湾元を日本円にChａngeすることに、大変気を遣っており、いくら残すか、何度もなんども検討している。次に来る時までのレートを計算しているかのよう。小銭をある程度持っていないと、台湾に来て直ぐ必要なお金がないと不便というか、困るとのことであった。なんでそんなに台湾ばかりがよいのであろうか？それほどの魅力を私は感じることができなかった。

空港内のオープンカフェにて最後の台湾ビールを注文する。一個が３５０mlのものでなんと１３0元もした。市内のセブンイレブンでは３０元台で売っていたのに、なんという高騰ぶり。4倍以上するのだ。Ｈさんは、ビール、ビールといかにも日本人と少しバカにした言い方をする。

Ｈさんが牛肉と野菜の入った塩ラーメンを買って、小鉢で２人用に分けてくれた。

味はまあまあ。肉の味がやはり違うのである。あの肉、そうバッファローのような肉なのだ。（バッファローを食べたことはないが、そんな感じなのだ）野菜とザー菜みたいなのが、ビールに合った。

最後の台湾ビールを気持ちよく飲んでイザさらば！最後に余った台湾ドルを日本円に両替する。１４５４ＮＴ＄手数料２０ＮＴ＄で、レートは0,29080で５０００円戻ってきた。

千円単位での両替なので、いくらか残ってしまった。（Ｈさんは、またタバコを吸ってくるといっていずこかへ消えた。またまた不便なことだ）搭乗口に行くと、もう大半の客は乗った後であり、我々はそそくさと乗った。空港で時間がありすぎるかと思ったが、意外とちょうどよい感じであった。

１４：３５飛行機に乗る。半分以上空席である。今日は、月曜日で出勤日、明日は建国記念日で休みの日、きっと明日帰国する人が多いのであろう。

１４：５５　ＴＡＫＥ　ＯＦＦ

アナウンスがあり東京まで２時間30分とのことである。１５：００＋２：30＝１７：３０

時差が一時間あるので、東京着は１８：３０の予定。速いものである。

上昇し水平飛行に移ると直ぐに夕食が配られる。ビールとワインをまた飲む。機内食はまずまずの味であった。マカロニとハムのサラダが凍ったままプレートに乗ってきて慌てたがすぐ交換してくれた。お腹も適当に空いていたので、美味しくいただく。そう美味いものでもなかったが…。アルコールでよい気分になる。

機内のＡＮＡのＳＫＹ　SHOPのカタログをみていたら、真珠のネックレスが目にとまった。妻に特別のお土産にどうかと思った。13万円と正価は書かれていた。空巣泥棒に入られて、ネックレス他全ての貴金属を取られてしまって何もなくなってしまったので買うことにした。買う前に見せてもらったが、上品な感じで気に入った。カードで買う。この件ではＨさんが目を丸くして驚いていた。妻にネックレスをお土産に買うのがそんなに珍しいことなのか？台湾旅行を申し込む前に盗賊に入られていたら、来ることができなかったと思う。

１８：３０丁度に成田にLanding。時間どおり。再び、日本での日常生活がまた始まる。やはり旅は非日常の出逢いがある、新しい発見の歓びの連続である、それが終わる。旅の終わりの寂しさを味わう。

１９：２０発のバスに乗り20：40頃に横浜に到着。

21：09発の相鉄線に乗り、22時前に帰宅。

妻と次女が車で希望が丘駅に迎えに来てくれた。ほんの３泊ほどの別れであったが、新鮮な気がした。旅の浄化作用。

短くて長い３泊４日の珍道中も、無事終わった。

昨年は、家族一緒に２泊３日で香港に行ったが、今回は台湾で３泊４日。やはり、３泊あると近郊の町まで足を伸ばしたり、少しゆっくりする時間も持てるものだと実感した。短すぎず、長すぎず、台湾の３泊４日は大満足の得られる旅行日程といえると思った。Ｈさんが、次は是非奥様と来るとよいと勧めてくれた。そうありたいものだ。

台湾から帰国してしばらくしてから、司馬遼太郎の「台湾紀行」を買って読み始めた。

面白いが、観光案内ではないので、後で読んでも変わらない。司馬遼太郎の人柄、人生観が滲み出ていて、街道の旅ではなく、堂々の人生街道の記録である。歴史的な観点やら、切り口がやはり尋常でない、空間的な広がりを感じた。私のような、観光に毛が生えた素人の紀行文とは全く違うと感服した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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